
解
題

一

柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
は
、『
古
今
和
歌
集
』
序
に
そ
の
名
を
紹
介
さ
れ
、

『
前
十
五
番
歌
合
』、
三
十
六
歌
仙
に
も
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。
人
麿
は
、

と
り
わ
け
歌
仙
、
歌
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、『
人
麿
集
』
や
『
赤
人
集
』
は
、
平
安
期
に
既
に
成
立
し
、
名
称
も
内

容
も
種
々
の
も
の
が
伝
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
資
料
を

も
踏
ま
え
て
、
竹
下
豊
氏
は
、『
人
麿
集
』
は
四
類
七
系
統
、『
赤
人
集
』
は
三

（
１
）

類
に
分
類
し
て
お
ら
れ
る
。
幾
つ
か
の
本
文
が
存
在
し
、
ま
た
そ
の
本
文
に
増

補
し
た
り
、
改
訂
し
た
伝
本
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、『
万
葉
集
』
は
近
世
期
に
実
証
的
な
研
究
が
進
み
、
柿
本
人
麻
呂
や

山
部
赤
人
も
、
神
格
化
さ
れ
た
伝
説
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、『
万
葉
集
』

の
内
部
徴
証
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
て
く
る
。
江
戸
期
に
お
け

る
人
麿
の
新
た
な
家
集
に
つ
い
て
は
、
藤
田
洋
治
「
近
世
期
『
人
丸
集
』
の
変

（
２
）

（
３
）

容
（
上
）
―
付
、
翻
刻
『
人
麻
呂
百
首
』
―
」
が
佐
佐
木
信
綱
の
驥
尾
に
付

し
て
論
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

こ
の
度
採
り
上
げ
る
河
野
美
術
館
蔵
『
柿
本
朝
臣

山
部
宿
禰
歌
集
』
も
、

近
世
期
の
『
万
葉
集
』
研
究
の
中
で
、
従
来
の
『
人
麿
集
』
や
『
赤
人
集
』
と

は
違
っ
た
、
よ
り
正
確
な
歌
集
を
求
め
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
書
誌
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
す
。
外
題
は
、『
柿
本
朝
臣
／
山
部
宿
禰

歌
集
』
と
表
紙
左
に
見
え
、
題
簽
料
紙
は
金
銀
箔
を
散
ら
し
て
い
る
。
函
架

近
世
期
の
人
麻
呂
・
赤
人
の
一
面

―
河
野
美
術
館
蔵
『
柿
本
朝
臣
・
山
部
宿
禰
歌
集
』
に
つ
い
て
―

藤
田

洋
治

朝
比
奈

英
夫

（
京
都
光
華
女
子
大
学
）

【図版１】表紙と題簽

東
京
成
徳
短
期
大
学

紀
要

第
四
十
六
号

二
〇
一
三
年
三
月
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番
号
は
三
四
七
―
八
四
一
。
縹
色
表
紙
の
袋
綴
じ
一
冊
。
表
紙
の
大
き
さ
は
、

縦
二
四
・
八
セ
ン
チ
、
横
一
五
・
四
セ
ン
チ
、
全
一
九
丁
で
あ
る
。「
當
藝
廼

屋
」
の
蔵
書
印
（
二
・
三
×
二
・
三
セ
ン
チ
・
朱
印
）
が
あ
る
。
一
面
一
一
行

で
、
和
歌
は
一
行
書
。
書
写
年
時
は
、
お
そ
ら
く
は
江
戸
末
期
、
末
尾
に
、「
飯

田
武
郷

抄
録
／
岩
本
尚
賢

写
之
」
と
奥
書
が
あ
る
。

内
容
は
、『
万
葉
集
』
の
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤
人
の
和
歌
を
そ
の
ま
ま
書

き
抜
い
た
も
の
で
、
一
丁
表
に
「
柿
本
朝
臣
人
麿

七
十
九
首
」
と
、
一
四
丁

表
に
は
「
山
部
宿
禰
赤
人

四
十
九
首
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
端
作
題
が
見
え
、
そ

【図版２】山部宿禰赤人 冒頭部分

【図版３】奥書
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れ
ぞ
れ
の
万
葉
歌
を
書
き
抜
い
て
い
る
。
な
お
、
書
き
入
れ
が
多
く
、
ま
た
ミ

セ
ケ
チ
が
墨
・
朱
の
二
種
類
で
な
さ
れ
て
い
る
。

二

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
集
は
、『
万
葉
集
』
か
ら
柿
本
人
麻
呂
、
山
部
赤

人
の
歌
を
抄
出
し
、
そ
の
訓
読
本
文
を
集
め
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本

集
の
末
尾
に
は
「
飯
田
武
郷

抄
録
」「
岩
本
尚
賢

写
之
」
と
あ
る
の
で
、

歌
の
抄
出
と
訓
読
本
文
の
作
成
は
、
飯
田
武
郷
（
一
八
二
七
〜
一
九
〇
〇
）
の

手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
飯
田
は
本
集
を
編
む
に
あ
た
っ
て
、
橘
千
蔭

『
万
葉
集
略
解
』の
訓
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
利
用
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

『
略
解
』
が
当
時
、
広
く
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
飯
田

の
明
確
な
選
択
意
識
が
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。

本
集
の
訓
読
本
文
の
様
態
を
観
察
す
る
と
、
以
下
の
一
〜
四
の
特
徴
が
認
め

ら
れ
る
。
一
と
二
に
つ
い
て
は
多
数
に
上
る
故
、
数
例
を
選
ん
で
挙
げ
、
四
に

つ
い
て
は
挙
例
を
省
略
す
る
。
挙
例
に
は
翻
刻
の
通
し
番
号
を
挙
げ
、『
万
葉

集
』
の
巻
数
と
『
国
歌
大
観
』
番
号
を
（

）
に
示
す
。

一
�
当
時
の
通
行
本
（
寛
永
板
本
ま
た
は
そ
の
後
刷
本
）
と
の
異
同
が
三
四
〇

箇
所
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
誤
写
と
見
倣
さ
れ
る
箇
所
以
外
は
、『
略
解
』
の

訓
と
一
致
し
て
い
る
（『
略
解
』
の
「
註
」
で
旧
訓
を
改
め
て
い
る
場
合
も

含
む
）。

人
麻
呂
１４

ひ
む
か
し
の
ぬ
に
か
き
ろ
ひ
の
た
つ
み
え
て

か
へ
り
み
す
れ
は
つ
き
か
た
ふ

き
ぬ

（
巻
二
・
４８
）

（
寛
）
ア
ヅ
マ
ノ
ゝ
ケ
ブ
リ
ノ
タ
テ
ル
ト
コ
ロ
ミ
テ

（
考
）
ヒ
ム
カ
シ
ノ
ノ
ニ
カ
ギ
ロ
ヒ
ノ
タ
ツ
ミ
エ
テ

（
略
）
ひ
む
が
し
の
ぬ
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
た
つ
み
え
て

人
麻
呂
４６

に

か
も
や
ま
の
い
は
ね
し
ま
け
る
わ
れ
を
か
も

し
ら
す
と
い
も
か
ま
ち
つ
ゝ
あ

ら
む

（
巻
二
・
２２３
）

（
寛
）
シ
ラ
ス
ト
イ
モ
カ

（
考
）
シ
ラ
ズ
ト
イ
モ
ガ

に

（
略
）
し
ら
ず
と
い
も
が

赤
人
３４

あ
ち
さ
は
ふ

い
も
か
め
か
れ
て
（
巻
六
・
９４２
）

（
寛
）
ア
チ
サ
ハ
フ

イ
モ
カ
メ
シ
ハ
ミ
ス

（
考
）（
ア
チ
サ
ハ
）
ブ

イ
モ
ガ
メ
ミ
ズ
テ

（
略
）
あ
ぢ
さ
は
ふ

い
も
が
め
し
ば
み
ず
て

〔
註
〕
妹
が
め
し
ば
み
ず
て
は
、
し
ば
し
ば
見
ず
し
て
也
。（
中
略
）
又
宣
長

は
不
數
見
而
に
て
、
か
れ
て
と
よ
ま
ん
と
い
へ
り
。

二
�
『
略
解
』
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
一
八
箇
所
あ
る
が
こ
れ
ら
は
誤
写
と
認
め

ら
れ
る
。
誤
写
が
飯
田
の
抄
録
と
岩
本
の
書
写
の
、
い
ず
れ
の
段
階
で
生
じ

た
か
は
不
明
で
あ
る
（
左
の
他
に
、
人
麻
呂
１８
・
２７
・
５９
・
６０
、
赤
人
２０
・

２３
・
２６
・
３４
・
３７
・
４０
・
４２
）。

（

本

集

）

（

略

解

）

人
麻
呂

１６
よ
ろ
つ
た
ひ
か
へ
り
み
す
れ
は

か
へ
り
み
す
れ
ど（

巻
二
・
１３１
）

３３
か
る
の
い
ち
に
わ
か
た
ち
き
け

か
る
の
い
ち
に
わ
が
た
ち
き
け
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は
た
ま
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
く
ひ
と

ば
た
ま
だ
す
き
う
ね
び
の
や
ま

も

に

な
く
と
り
の
こ
え
も
き
こ

え
ず

た
ま
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
く

ひ
と
も

（
巻
二
・
２０７
）

７０
よ
り
て
を
さ
め
ん
く
ら
な
し
の

か
り
て
を
さ
め
ん
く
ら
な
し
の

は
ま

は
ま

（
巻
九
・

１７１０
）

赤
人

１
わ
た
ら
ひ
の
か
げ
も
か
く
ろ
ひ

わ
た
る
ひ
の
か
げ
も
か
く
ろ
ひ

（
巻
三
・
３１７
）

５
み
る
こ
と
ね
の
み
し
な
か
ゆ

み
る
こ
と
に
ね
の
み
し
な
か
ゆ

（
巻
三
・
３２２
）

３１
お
き
へ
な
み
へ
な
み
し
つ
け
み

お
き
つ
な
み
へ
な
み
し
づ
け
み

（
巻
六
・
９３９
）

３３
ち
か
し
か
た
し
ほ
ひ
も
み
ち
を

あ
か
し
が
た
し
ほ
ひ
の
み
ち
を

（
巻
六
・
９４１
）

三
�
一
字
分
の
空
白
が
一
箇
所
あ
り
、
こ
れ
は
飯
田
の
抄
録
の
当
該
箇
所
が
判

読
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
書
写
の
時
に
一
字
分
空
白
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。人

麻
呂
３３

や
ま
す
ゆ
か
は

ひ
と
め
を
お
ほ
み

ま
ね
く
ゆ
か
は

ひ
と
し
り
ぬ

□
み

（
巻
二
・
２０７
）

四
�
書
き
入
れ
は
訂
正
を
記
し
た
箇
所
の
他
、『
万
葉
集
』
の
原
歌
に
「
一
云
」

な
ど
と
し
て
見
ら
れ
る
異
文
を
書
き
添
え
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

異
文
の
書
き
入
れ
は
全
て
の
歌
に
わ
た
っ
て
漏
れ
な
く
付
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
人
麻
呂
１
（
巻
一
・
２９
）
の
長
歌
（
近
江
荒
都
歌
）
で

は
、
そ
の
異
文
を
す
べ
て
書
き
入
れ
て
い
る
が
、
人
麻
呂
２７
〜
２９
（
巻
二
・

１９６
〜
１９８
、
明
日
香
皇
女
挽
歌
）
で
は
異
文
を
全
く
記
さ
な
い
と
い
う
不
統
一

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
異
文
の
書
入
の
有
無
も
、
飯
田
の
抄
録
段
階
で
の
も

の
か
、
岩
本
の
筆
写
時
の
も
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
岩
本
は
墨
筆
・

朱
筆
で
二
回
の
本
文
校
閲
を
し
て
お
り
、
書
き
落
と
し
た
も
の
が
あ
れ
ば
加

筆
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

三

抄
録
者
、
飯
田
武
郷
に
つ
い
て
は
、
専
著
と
し
て
坂
本
辰
之
助
『
飯
田
武
郷

翁
伝
』（
昭
和
１９
、
明
文
社
）が
あ
り
、
そ
の
後
、
山
�
節
子「
飯
田
武
郷
」（『
學

苑
』
１９４
号
、
昭
和
３１
・
８
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
の
著
書
は
、
書
名
の

角
書
き
に
「
維
新
の
烈
士
、
国
学
の
泰
斗
」
と
あ
る
と
お
り
、
尊
皇
の
志
士
と

し
て
の
側
面
に
か
な
り
重
点
を
お
い
て
い
る
。
続
く
山
�
論
文
は
、
飯
田
に
関

す
る
資
料
を
博
捜
し
て
そ
の
業
績
と
人
と
な
り
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
貴
重

で
あ
る
。
詳
し
く
は
就
い
て
み
ら
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、『
諏
訪
市
史
』（
第
十

（
４
）

三
章
「
教
育
と
文
化
」
第
三
節
「
国
学
」）
の
解
説
を
摘
記
し
て
お
く
。

・
武
郷
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
江
戸
に
生
ま
れ
、
六
歳
で
四
書
の
素
読

を
し
神
童
と
い
わ
れ
た
。
は
じ
め
儒
学
を
学
ん
だ
が
、
本
居
宣
長
の
書
を

読
ん
で
感
激
し
、
松
沢
義
章
の
感
化
を
受
け
て
平
田
鉄
胤
（
篤
胤
の
子
）

の
門
に
入
っ
た
。
ま
た
海
野
遊
翁
の
門
に
入
っ
て
和
歌
を
学
ん
だ
。
安
政

五
年
（
一
八
五
八
）「
御
在
所
勝
手
被
仰
付
」
で
諏
訪
に
帰
り
片
羽
に
住

ん
だ
。

・
岩
倉
具
視
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
公
武
合
休
論
が
不
首
尾
に
終
わ

― ―４



っ
た
こ
と
か
ら
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
が
、
ひ
そ
か
に
勤
王
の
志
士
と

つ
う
じ
て
い
た
。
武
郷
も
そ
の
一
人
で
、
具
視
か
ら
密
書
を
受
け
王
政
復

古
の
計
画
に
加
わ
っ
た
。
と
き
に
三
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

・
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
月
、
武
郷
は
家
督
を
長
男
武
夫
に
ゆ
ず
り
機

の
至
る
の
に
そ
な
え
た
。
同
三
年
秋
つ
い
に
脱
藩
し
て
京
都
に
行
き
岩
倉

具
視
の
も
と
で
維
新
の
仕
事
に
参
与
し
た
。
武
郷
は
豪
毅
で
潔
癖
な
性
格

で
思
う
と
こ
ろ
は
、
は
ば
か
る
と
こ
ろ
な
く
建
白
し
た
。
ま
た
、
博
学
で

（
マ
マ
）

あ
っ
た
か
ら
諮
問
に
あ
た
っ
て
は
適
格
な
答
え
を
出
し
た
の
で
側
近
と
し

て
信
用
が
厚
か
っ
た
。

・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
十
二
月
京
都
大
学
が
開
設
さ
れ
た
と
き
皇
学
御

用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
講
師
と
な
っ
た
。
十
代
藩
主
忠
礼
は
、
こ
の

こ
と
を
聞
い
て
藩
の
名
誉
だ
と
し
て
、
先
の
脱
藩
の
罪
を
許
し
禄
を
加
増

し
た
。
翌
二
年
高
島
藩
で
も
皇
学
校
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
武
郷
を
召

し
か
え
し
て
皇
学
校
教
授
と
し
た
。

・
武
郷
は
皇
学
校
が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
気
比
・
貫
前
・
諏
訪
・
浅
間
神
社

の
宮
司
を
つ
と
め
た
。
明
治
十
年
太
政
官
修
史
局
に
仕
え
、
十
四
年
東
京

帝
国
大
学
助
教
授
兼
修
史
局
編
集
係
と
な
り
、
後
に
は
慶
応
義
塾
大
学
の

講
師
に
ま
ね
か
れ
た
。
こ
の
間
『
日
本
書
紀
通
釈
』
七
〇
巻
を
あ
ら
わ
し

た
。

・
明
治
三
十
三
年
、
七
十
四
歳
で
没
し
た
。

飯
田
の
業
績
で
特
筆
す
べ
き
は
、『
日
本
書
紀
通
釈
』
七
十
巻
を
著
し
た
こ

と
で
あ
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
二
六
歳
か
ら
明
治
三
三
年
（
一
九
〇

〇
）
に
没
す
る
前
年
ま
で
の
四
八
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
を
見
た
こ
の
著

（
５
）

は
、
従
来
の
説
を
集
成
し
穏
健
な
解
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
飯
田
が
こ
の

著
作
を
志
し
た
基
盤
に
、
若
年
の
頃
か
ら
積
み
重
ね
た
国
学
の
修
養
が
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
江
戸
に
生
ま
れ
た
飯
田
は
一
六
歳
の
頃
に
諏
訪
に
帰

り
元
服
し
て
高
島
藩
士
と
な
る
。
こ
の
頃
か
ら
国
学
に
興
味
を
持
ち
本
居
宣
長

（
６
）

の
著
作
を
読
み
、
平
田
篤
胤
の
没
後
門
人
と
な
っ
た
。
飯
田
は
賀
茂
真
淵
と
宣

長
に
私
淑
し
、
と
く
に
宣
長
に
深
く
傾
倒
し
て
い
た
。
飯
田
の
歌
文
集
『
蓬
室

集
』（
明
治
三
六
年
、
飯
田
季
治
）
に
は
女
婿
の
大
和
田
建
樹
に
よ
る
跋
文
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
言
及
が
見
ら
れ
る
。
次
の
と
お
り
で

あ
る
（
新
字
体
に
改
め
句
読
点
を
補
っ
た
）。

大
人
は
県
居
翁
を
尊
び
て
、
十
月
の
つ
ご
も
り
に
は
神
酒
魚
な
ど
捧
げ

つ
ゝ
、
御
魂
祭
を
し
給
ひ
、
鈴
屋
翁
は
こ
と
に
敬
ひ
慕
ひ
給
ふ
と
て
、
何

に
て
も
御
霊
代
に
す
べ
き
御
筆
の
あ
と
を
と
、
今
の
本
居
翁
に
乞
は
せ
給

ひ
し
に
、
鈴
屋
翁
の
み
づ
か
ら
書
か
せ
給
ひ
し
古
事
記
伝
竟
宴
の
折
の
探

題
な
り
と
て
、
忍
穂
耳
尊
と
し
る
せ
る
紙
を
得
た
ま
ひ
し
か
ば
、
い
た
く

喜
び
て
御
扉
の
内
に
こ
め
、
神
棚
に
を
さ
め
給
ひ
し
が
、
今
も
其
家
に
残

り
て
、
又
大
人
の
御
形
見
と
さ
へ
ぞ
な
り
ぬ
る
。

こ
の
よ
う
な
飯
田
の
宣
長
に
対
す
る
尊
崇
の
念
を
考
え
る
と
、
飯
田
が
『
万

葉
集
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
『
万
葉
集
略
解
』
を
選
ん
だ
の
は
、
当
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
略
解
』
は
、
凡
例
に
よ
れ
ば
、『
万
葉
考
』

の
所
説
と
「
よ
り
よ
り
に
翁
（
筆
者
注
、
賀
茂
真
淵
の
こ
と
）
の
家
に
つ
ど
ひ

て
あ
げ
つ
ら
へ
り
し
を
も
と
と
し
て
」
な
っ
た
書
で
あ
り
、
ま
た
、『
略
解
』

（
７
）

の
作
成
に
は
宣
長
の
助
力
が
大
き
く
与
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
略
解
』
は
、

ま
さ
に
飯
田
が
高
い
信
頼
を
置
く
べ
き
性
格
を
備
え
た
注
釈
書
で
あ
っ
た
。
さ
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ら
に
『
略
解
』
の
訓
の
利
用
に
あ
た
っ
て
も
、
飯
田
の
見
識
が
働
い
て
い
る
。

先
述
の
と
お
り
、
飯
田
の
『
通
釈
』
は
、
み
だ
り
に
新
見
を
提
出
す
る
の
で
は

な
く
、
先
学
の
説
を
丁
寧
に
挙
げ
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。
か
よ
う
な
態
度

を
考
慮
す
る
と
、
飯
田
が
『
略
解
』
の
訓
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
採
用
し
て
い
る
の

は
、
信
を
置
く
べ
き
先
学
の
説
を
尊
重
す
る
学
者
と
し
て
の
姿
勢
が
反
映
し
た

も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

明
治
維
新
後
の
活
動
は
、
前
掲
の
『
諏
訪
市
史
』
の
と
お
り
、
教
育
者
、
宮

司
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、『
蓬
室
集
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
を
見
る

（
８
）

と
、
歌
風
は
平
安
朝
の
和
歌
の
風
を
基
調
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

岩
本
尚
賢
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
七
）
に
つ
い
て
は
、『
諏
訪
資
料
叢
書
』

第
一
巻
（
大
正
一
四
年
、
同
刊
行
会
）
巻
頭
に
略
伝
が
載
る
。
こ
れ
も
摘
記
す

れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
新
字
体
に
改
め
句
読
点
を
補
っ
た
）。

・
故
従
六
位
岩
本
尚
賢
は
諏
訪
郡
上
諏
訪
の
人
旧
高
島
藩
士
に
し
て
父
を
信

左
衛
門
と
称
す
。
天
保
六
年
二
月
十
六
日
出
生
、
通
称
を
順
吉
郎
と
云
ひ

名
を
尚
賢
と
呼
ぶ
。

・
幼
よ
り
学
を
好
み
資
性
極
め
て
謹
厳
に
し
て
皇
学
は
本
居
、
平
田
等
の
説

を
師
尚
し
、
大
義
を
飯
田
武
郷
に
質
す
。

・
慶
応
四
年
三
月
甲
州
路
討
手
官
軍
嚮
導
隊
半
隊
司
令
士
と
し
て
（
中
略
）

甲
府
城
請
取
の
事
実
あ
り
。
彼
が
手
記
せ
る
征
東
日
誌
は
よ
く
そ
の
真
相

を
知
悉
す
べ
く
、
只
此
一
事
の
み
に
依
り
て
見
る
も
彼
が
如
何
に
恪
勤
の

性
格
な
り
し
か
を
思
ぶ
を
得
可
き
な
り
。

・
明
治
元
年
十
一
月
高
島
藩
軍
務
方
勤
務
と
な
り
、
後
宣
教
掛
を
勤
仕
す
。

廃
藩
後
明
治
五
年
十
月
諏
訪
神
社
の
禰
宜
職
を
奉
し
て
よ
り
、
同
三
十
七

年
七
月
一
日
宮
司
の
職
を
辞
す
る
迄
、
三
十
三
年
間
一
日
の
如
く
神
に
奉

仕
せ
り
。而
し
て
在
職
中
諏
訪
神
社
の
廃
典
を
慨
し
努
め
て
旧
記
を
探
り
、

古
式
を
復
古
す
。
諏
訪
上
下
両
社
祭
祀
の
大
要
及
諏
訪
神
社
考
等
の
遺
稿

存
す
。

・
尚
賢
又
歌
を
能
く
し
詠
草
少
か
ら
ず
。
明
治
四
十
年
十
一
月
廿
日
病
み
て

歿
す
。
神
儀
を
以
て
温
泉
寺
瑩
城
に
葬
る
。
享
年
七
十
有
三
才
。

岩
本
は
ま
た
、
廃
藩
後
、
政
府
が
推
進
し
た
民
衆
へ
の
道
徳
教
化
を
担
う
教

（
９
）

導
職
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

岩
本
尚
賢
の
名
は
、
ま
た
『
蓬
室
集
』
に
一
箇
所
見
え
て
い
る
。
次
の
長
歌

が
そ
れ
で
あ
る
（
新
字
体
に
改
め
返
り
点
を
補
っ
た
）。

送
下

岩
本
尚
賢
帰
中

諏
訪
上

歌

ひ
な
ぐ
も
り
う
す
ひ
の
坂
は

今
の
世
に
せ
き
こ
そ
な
け
れ

新
ば
り
の

い
ま
は
る
み
ち
は

さ
か
し
か
る
峰
こ
そ
な
け
れ

関
だ
に
も
あ
る
世
に

し
あ
ら
ば

あ
つ
ら
へ
て
と
ど
め
も
せ
ま
し

さ
か
し
か
る
峰
だ
に
あ
ら

ば

道
な
し
と
い
ひ
も
せ
ま
し
を

と
ど
む
べ
き
せ
む
す
べ
な
み
に

立

ち
て
居
て
わ
が
な
く
涙

そ
の
峰
の
さ
ぎ
り
と
な
り
て

ゆ
く
さ
き
に
た

な
び
き
渡
り

わ
が
こ
ふ
る
心
の
ま
も
り

君
に
し
ら
せ
よ

反
歌

我
が
こ
ふ
る
こ
こ
ろ
し
そ
は
ば
う
す
ひ
山
な
げ
き
の
霧
に
き
み
や
あ
く
ら

む関
だ
に
も
あ
る
世
に
し
あ
ら
ば
碓
氷
山
あ
つ
ら
へ
つ
け
て
と
ど
め
て
ま
し

を
こ
れ
に
よ
っ
て
飯
田
と
岩
本
と
が
交
流
を
持
っ
た
こ
と
が
証
さ
れ
る
が
、
詞
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書
に
も
歌
に
も
両
者
の
間
柄
を
具
体
的
に
示
す
言
が
な
く
、
ま
た
詠
作
の
日
付

も
な
い
た
め
、
二
人
の
交
流
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
か
は
分
か

ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
先
に
挙
げ
た「
略
伝
」の
他
、

拠
る
べ
き
資
料
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、
以
下
は
推
測
に
な
る
が
、
岩
本
は
、

国
学
を
学
ぶ
過
程
で
、
平
安
朝
以
降
の（
お
そ
ら
く
は
版
本
の
）『
人
麻
呂
集
』、

『
赤
人
集
』
に
疑
念
を
抱
き
、
そ
れ
ら
の
正
し
い
あ
り
よ
う
を
飯
田
に
質
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
飯
田
は
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
自
ら
が
『
万
葉
集
』

か
ら
抄
録
し
た
人
麻
呂
歌
、
赤
人
歌
を
岩
本
に
写
さ
せ
た
。
そ
れ
が
本
集
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
斯
道
文
庫
収
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
目
録
』（
自
昭
和
６０
年

至
昭
和

６１
年
）に
よ
れ
ば
、
本
集
は
江
戸
末
期
の
写
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、

飯
田
、
岩
本
と
も
に
三
〇
代
の
頃
ま
で
に
、『
万
葉
集
』
か
ら
の
抄
録
を
行
い
、

そ
れ
を
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
蔵
書
印
の
『
當
藝
廼
屋
』
は
、
佐
藤

有
藤
の
蔵
書
印
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
藤
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
伝
本
へ
の
書

き
入
れ
が
知
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
目
下
わ
か
ら
ず
、
今
後
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

四

最
後
に
、
本
集
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
平
安
朝
以
降
に
編
ま
れ
た
私
家
集
の
『
人
麻
呂
集
』、『
赤
人
集
』
は
、

実
は
人
麻
呂
、
赤
人
の
作
歌
を
集
め
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
飯
田
の「
抄
録
」

も
そ
れ
を
写
し
た
岩
本
の
行
為
も
、
そ
の
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
、
正
し
い
『
人

麻
呂
集
』、『
赤
人
集
』
の
あ
り
よ
う
求
め
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
平
安
朝
以
来
、
長
き
に
わ
た
っ
て
尊
重
さ
れ
て
き
た『
人

麻
呂
集
』、『
赤
人
集
』
と
い
う
、
伝
承
の
中
の
権
威
に
対
し
て
、
批
判
の
意
識

を
向
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
江
戸
末
期
に
国
学
を
学
ん
で
生
き
た
飯

田
、
岩
本
の
新
し
さ
が
あ
り
、
本
集
の
意
義
は
、
そ
の
新
し
さ
の
所
産
で
あ
る

と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
限
界
も
ま
た
、
そ
こ
に
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
人
麻
呂
、
赤
人
を
選
ん
で
対
象
と
し
た
こ
と
自
体
に
、
こ
の
両

者
を
並
び
称
揚
す
る
『
古
今
集
』
序
の
根
強
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
江
戸
後
期
に
は
、
本
集
と
同
じ
く
人
麻
呂
と
赤
人
の
作
歌
を
万
葉
集
か
ら

（

）

抄
出
し
た
歌
集
が
い
く
つ
か
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
万
葉
集
事
典

１０』（
佐
佐

木
信
綱
）
に
は
、『
二
聖
歌
集
』、『
人
麿
赤
人
歌
集
』、『
二
大
人
集
』
な
ど
、

天
明
期
か
ら
安
政
期
に
作
ら
れ
た
四
集
と
時
期
不
明
の
二
集
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
な
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
に
つ
い
て
の
調
査
を
経
た
上
で
明
ら

か
に
し
な
け
れ
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
序
の
和
歌
史

観
に
立
ち
な
が
ら
、『
古
今
集
』
尊
重
の
時
代
に
生
み
だ
さ
れ
た
私
家
集
の
『
人

麻
呂
集
』、『
赤
人
集
』を
批
判
的
に
捉
え
て
編
ま
れ
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
江
戸
末
期
の
国
学
の
潮
流
が
、
や
が
て
開
花
す
る
近
代
の
万
葉
研

究
を
導
く
、
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）『
新
編
私
家
集
大
成CD

-RO
M

版
』
解
題
（
平
成
二
一
年
一
二
月
・

エ
ム
ワ
イ
企
画
）
に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
後
に
新
た
な
資
料
、
大
東
急
記

念
文
庫
蔵『
人
麿
集
』が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
新
た
な
本
文
が
加
わ
っ
た
。

（
２
）『
東
京
成
徳
国
文
』
２６
号
（
平
成
一
五
年
三
月
）

（
３
）『
万
葉
集
事
典
』（
昭
和
三
一
年
・
平
凡
社
）

（
４
）
飯
田
武
郷
に
関
す
る
資
料
と
し
て
、
こ
の
他
に
『
諏
訪
近
世
史
』（
昭
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和
四
三
年
、
諏
訪
教
育
会
）、『
諏
訪
人
物
史
』（
昭
和
四
〇
年
、
諏
訪
タ

イ
ム
ス
社
）、『
長
野
県
歴
史
人
物
大
事
典
』（
一
九
八
九
年
、
郷
土
出
版

社
）、『
信
州
人
物
誌
』（
昭
和
四
四
年
、
信
州
人
物
誌
刊
行
会
）
な
ど
が

あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
市
立
信
州
風
樹
文
庫
の
示
教
を
得
た
。

（
５
）
坂
本
太
郎
『
六
国
史
』（
昭
和
四
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）
は
『
日
本
書

紀
通
釈
』
に
つ
い
て
、「
よ
く
先
学
の
説
の
粋
を
と
り
、
適
切
な
解
釈
を

加
え
て
い
る
が
、
独
創
的
な
説
は
少
な
い
。（
中
略
）
通
釈
も
近
世
諸
派

の
学
説
の
集
大
成
と
し
て
、
先
行
の
二
書
（
筆
者
注
、
釈
日
本
紀
と
日
本

書
紀
通
証
）
と
並
ん
で
そ
の
価
値
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
述

べ
て
い
る
。

（
６
）
飯
田
は
十
一
才
か
ら
十
五
才
ま
で
、
江
戸
の
服
部
元
済
（
芝
山
）
の
芙

館
に
学
ん
だ
。
元
済
は
服
部
南
郭
の
曾
孫
で
、
芙

館
は
南
郭
が
開
い

た
私
塾
で
あ
る
。
南
郭
は
賀
茂
真
淵
と
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
芙

館
で
の
教
育
も
「
古
学
を
基
礎
」
と
し
て
お
り
、
飯
田
は
こ
こ

で
「
南
郭
又
は
真
淵
の
思
想
に
て
培
わ
れ
錬
成
さ
れ
た
」（
前
掲
『
飯
田

武
郷
翁
伝
』）
と
の
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝

攷
』（
一
九
九
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社
）
は
、「
南
郭
・
真
淵
の
交
渉
を
証
明

す
る
直
接
の
資
料
は
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
。
飯
田
の
国
学
の

修
養
は
、
宣
長
の
著
作
を
読
み
、
平
田
の
門
下
に
入
っ
た
頃
か
ら
本
格
化

し
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

（
７
）『
校
本
万
葉
集

首
巻
』「
萬
葉
集
註
釋
書
の
研
究
」
第
六
章
「
眞
淵
門

下
の
註
釋
書
」。

（
８
）『
蓬
室
集
』
の
跋
文
で
大
和
田
建
樹
が
次
の
よ
う
な
飯
田
の
言
を
紹
介

し
て
い
る
。

長
歌
よ
む
事
は
、
県
居
鈴
屋
の
翁
い
で
お
は
し
て
よ
り
盛
に
な
り

に
た
れ
ど
、
た
だ
万
葉
に
習
ふ
の
み
に
て
、
我
お
も
ひ
を
の
ぶ
る

器
な
ら
ぬ
を
如
何
に
せ
ん
。
こ
こ
に
見
る
処
あ
り
て
し
ら
べ
姿
を

ば
万
葉
に
借
れ
ど
も
、
詞
は
古
今
以
後
の
を
採
り
て
優
に
よ
み
な

し
た
る
は
、
海
野
遊
翁
に
こ
そ
あ
れ
。
今
の
長
歌
よ
ま
ん
者
は
師

と
す
べ
き
に
足
り
な
ん
。

こ
れ
は
長
歌
の
詠
作
に
つ
い
て
の
発
言
だ
が
、
飯
田
が
平
安
朝
以
降
の

歌
の
良
さ
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

（
９
）
谷
川

穣
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』
第
三
章
「
筑
摩
県
に

お
け
る
『
教
』
の
位
相
」（
平
成
二
〇
年
、
思
文
閣
出
版
）。

（
１０
）
注
３
前
掲
書
。

翻
刻一

、
訂
正
・
ミ
セ
ケ
チ
等
一
覧

翻
刻
を
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
ミ
セ
ケ
チ
な
ど
も
そ
の
ま
ま

忠
実
に
翻
刻
す
る
の
で
あ
る
が
、『
万
葉
集
』
訓
読
本
文
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
異
文
表
記
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
ミ
セ
ケ
チ
等
を
別
に
掲
げ
た
。
な
お
、

朱
筆
・
墨
筆
は
、
朱
・
墨
と
略
称
を
用
い
た
。

柿
本
朝
臣
人
麿

七
十
九
首

１
〜
５
番
歌

濁
点
す
べ
て
朱
。

５
番
歌

二
句
目
「
よ
し
の
ゝ
か
は

� �
の

」

…
墨
。

り

６
番
歌

八
句
「
た
か
し
ら
ま
し
て
」
…
朱
。（
補
入
記
号
、
ミ
セ
ケ
チ
ナ
シ
）
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７
番
歌

結
句
「
ふ
な

� �
て

せ
す
か
も
」
…
補
入
記
号
の
み
朱
、「
て
」
は
墨
。

９
番
歌

結
句
「
た
ま

� �
も

か
る
ら
ん
」
…
補
入
記
号
の
み
朱
、「
も
」
は
墨
。

１１
番
歌

詞
書
「
安
騎

� �
野

時
」

…
補
入
記
号
の
み
朱
、「
野
」
は
墨
。

ぬ

１９
番
歌

初
句
「
つ

、、む
さ
は
ふ
」

…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨
、「
ぬ
」
墨
。

も

み

ち

２１
番
歌

二
句
目
「
お
つ
る

、、と
、、も
、、し
は
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨
、「
も
み
ち
」
墨
。

２２
番
歌

一
一
句「

、、あ
、、ま
、、て
、、ら
、、す
」…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨
、
衍
字
の
ミ
セ
ケ
チ
。

２２
番
歌

三
八
句
「
わ
か
お
ほ
き
み

、、の
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨
。

２２
番
歌

五
〇
句
「
あ
ま

� �
つ

み
つ
」
…
補
入
記
号
の
み
朱
、「
つ
」
は
墨
。

つ

２５
番
歌

一
一
句
「
た
ゝ
な

、、は
く
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨
、「
つ
」
は
墨
。

み

２７
番
歌

三
八
句
「
い
や
め
つ
ら
し

、、く
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
み
」
は
墨
。

み

２７
番
歌

五
〇
句
「
あ
や
に
か
な
し

、、く
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
み
」
は
墨
。

く

２７
番
歌

六
八
句
「
い
や
と
ほ
な
か

、、に
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
く
」
は
墨
。

ふ

３０
番
歌

二
六
句
「
さ
た
め
た
ま

、、ひ
と
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
ふ
」
は
墨
。

き

３０
番
歌

八
〇
句
「
ふ
と
し

、、り
ま
し
て
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
き
」
は
墨
。

３０
番
歌

一
二
〇
句
「
は
ふ
り

�
△

ま
つ
り
て
」
…
補
入
記
号
墨
。

補
入
部
分
「

�

い
ま
し
て
あ
さ
も
よ
し
き
の
へ
の
み
や
を
と
こ
み
や

と
さ
た
め

、、ま
、、つ
、、り
、、て
」
＊
補
入
本
文
は
、
頭
書
。
補
入
部
分
の
ミ
セ

ケ
チ
朱
・
墨
。

３３
番
歌

一
〇
句
「
ひ
と
し
り
ぬ

み
」

一
字
空
白
。

３３
番
歌

一
七
句
「
こ
も
り

、、く
の
み
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨

４０
番
歌

二
〇
句
「
こ
と
く
や

� �
し

き
を
」
…
補
入
記
号
の
み
朱
、「
し
」
は
墨
。

４３
番
歌

詞
書
「
讃
岐

、、国
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
・
墨

か

４３
番
歌

二
四
句
「

、、か
ち
ひ
き
を
り
て
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
（
本
文
の
「
か
」
字
）

た

４９
番
歌

初
句
「
ひ
さ
か

、、す
の
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
た
」
は
墨
。

に

は

５９
番
歌

二
句
「
ふ
な

、、あ
、、り
な
ら
し
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
に
は
」
は
墨
。

か

７４
番
歌

三
句
「
わ
か
こ
と

、、も
」
…
ミ
セ
ケ
チ
の
み
朱
、「
か
」
は
墨
。

か

７６
番
歌

三
句
「
お
も
へ

、、と
も
」

…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
か
」
は
墨
。

７６
番
歌

四
句
「
き
み
か
つ
か
ひ

、、と
の
」

…
ミ
セ
ケ
チ
墨
。

�
つ
ぬ
の

７８
番
歌

二
句
「
を
し
か
の

�

つ

ぬ
つ
か
」

…
補
入
記
号
・
傍
記
墨
。

山
辺
宿
祢
赤
人

四
十
九
首

１
〜
３
番
歌

濁
点
は
朱

み

こ

と

の

３
番
歌

二
句
「
か
み
の

、、し
、、き
、、ま
、、す
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
み
こ
と
の
」

は
墨
。

も

３
番
歌

一
七
句
「
お
み
の
き

、、み
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
も
」
は
墨
。

さ

５
番
歌

一
九
句
「
あ

、、き
く
も
に
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
さ
」
は
墨
。

い

５
番
歌

二
五
句
「

、、る
に
し
へ
お
も
へ
は
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
い
」
は

墨
。

�
ひ
る
は
も
ひ
の
こ
と
〈
こ
と
〉

１３
番
歌

一
三
句
「
か
た
こ
ひ
の
み
に
�

ひ
の
く
る
ゝ
」
…
補
入
記
号
・
傍
記

「
�

ひ
る
は
も
」
朱
、「
ひ
の
こ
と
�
�
」
墨
。

１３
番
歌

一
八
句
「
お
も

� �
ひ

そ
わ
か
す
る
」
…
補
入
記
号
朱
、「
ひ
」
墨
。

１７
番
歌

一
二
句「
し
け
り

、、わ
な

� �
る

ら
ん
」…
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
記
号
朱
、「
る
」

墨
。

つ

け

１８
番
歌

二
句
「
ひ
と
に
も

、、と
、、は
ん
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
つ
け
」
は
墨
。

さ

２０
番
歌

一
〇
句
「
し
ら
な
み

、、は
は
き
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
、「
さ
」
墨
。

く

２４
番
歌

四
句
「
こ
ゝ
た
も
さ
は

、、ぬ
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
、「
く
」
墨
。
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う

３０
番
歌

六
句
「
お
ほ

、、ふ
み
の
は
ら
の
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
、「
う
」
墨
。

そ

３０
番
歌

一
二
句
「
ひ
と

、、は
さ
は
な
る
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
そ
」
は
墨
。

か

３７
番
歌

初
句
「

、、ふ
せ
ふ
け
は
」
…
ミ
セ
ケ
チ
朱
、「
か
」
墨
。

も

３７
番
歌

三
句
「
さ

、、の
ら
ふ
に
」
…
ミ
セ
ケ
チ
、「
も
」
と
も
に
朱
。

の

４１
番
歌

一
三
句
「
こ
の
や
ま

、、た
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
の
」
は
墨
。

か

４２
番
歌

三
句
「
あ
り

、、と
よ
ひ
」
…
ミ
セ
ケ
チ
墨
・
朱
、「
か
」
は
墨
。

本
文
編

翻
刻
は
、
漢
字
仮
名
を
現
行
の
文
字
そ
の
ま
ま
移
し
替
え
、
和
歌
は
上
句
下

句
の
間
を
一
字
空
け
、
長
歌
は
、
句
ご
と
に
一
字
を
空
け
て
区
切
っ
た
。『
万

葉
集
』
訓
読
本
文
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
送
り
仮
名
を
補
う
こ
と
も

し
て
い
な
い
。
ま
た
柿
本
朝
臣
、
山
部
宿
禰
そ
れ
ぞ
れ
に
冒
頭
か
ら
歌
番
号
を

付
し
た
。

「
柿
本
朝
臣

山
部
宿
禰

歌
集

全
」

柿
本
朝
臣
人
麿

七
十
九
首

過
近
江
荒
都
時
作
哥

巻
一

１

た
ま
だ
す
き

う
ね
び
の
や
ま
の

か
し
は
ら
の

ひ
じ
り
の
み
よ
ゆ

あ
れ
ま
し
ゝ

か
み
の
こ
と
�
�

つ
が
の
き
の

い
や
つ
ぎ
�
�
に

あ

そ
ら
み
つ

や

ま

と

を

お

き

イ

め
の
し
た

し
ろ
し
め
し
ゝ
を

そ
ら
に
み
つ

や
ま
と
を
お
き
て

あ
を

て
イ

け

め

か

イ

に
よ
し

な
ら
や
ま
を
こ
え

い
か
さ
ま
に

お
も
ほ
し
め
せ
か

あ
ま
ざ

か
る

ひ
な
に
は
あ
れ
と

い
は
ゞ
し
の

あ
ふ
み
の
く
に
の

さ
ゝ
な
み

の

お
ほ
つ
の
み
や
に

あ
め
の
し
た

し
ろ
し
め
し
け
む

す
め
ろ
ぎ
の

か
み
の
み
こ
と
の

お
ほ
み
や
は

こ
ゝ
と
き
け
ど
も

お
ほ
と
の
は

こ

か

す

み

た

つ

は

る

び

か

き

れ

る

な

つ

く

さ

の

し

げ

ゝ
と
い
へ
ど
も

は
る
く
さ
の

し
け
く
お
ひ
た
る

か
す
み
た
つ

は
る

く

な

り

ぬ

る

イ

さ

ぶ

イ

ひ
の
き
れ
る

も
ゝ
し
き
の

お
ほ
み
や
ど
こ
ろ

み
れ
ば
か
な
し
も

反
哥

２

さ
ゝ
な
み
の
し
が
の
か
ら
さ
き
さ
き
く
あ
れ
ど

お
ほ
み
や
び
と
の
ふ
ね

ま
ち
か
ね
つ

３

さ
ゝ
な
み
の
し
が
の
お
ほ
わ
だ
よ
ど
む
と
も

む
か
し
の
ひ
と
に

あ

は

ん

と

も

へ

や

イ

ま
た
も
あ
は
め
や
も

幸
于
吉
野
宮
之
時
作
哥
二
首
并
反
哥
二
首

４

や
す
み
し
ゝ

わ
が
お
ほ
き
み
の

き
こ
し
を
す

あ
め
の
し
た
に

く

に
は
し
も

さ
は
に
あ
れ
ど
も

や
ま
か
は
の

き
よ
き
か
ふ
ち
と

み

こ
ゝ
ろ
を

よ
し
の
ゝ
く
に
の

は
な
ち
ら
ふ

あ
き
つ
の
ゝ
へ
に

み
や

ば
し
ら

ふ
と
し
き
ま
せ
ば

も
ゝ
し
き
の

お
ほ
み
や
び
と
は

ふ
ね
な

め
て

あ
さ
か
は
わ
た
り

ふ
な
ぎ
ほ
ひ

ゆ
ふ
か
は
わ
た
る

こ
の
か
は

の

た
ゆ
る
こ
と
な
く

こ
の
や
ま
の

い
や
た
か
ゝ
ら
し

い
は
ゞ
し
る

た
ぎ
の
み
や
こ
は

み
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

反
哥

５

み
れ
ど
あ
か
ぬ
よ
し
の
ゝ
か
は
の
と
こ
な
め
の

た
ゆ
る
こ
と
な
く
ま
た

か
へ
り
み
む

６

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み

か
ん
な
か
ら

か
ん
さ
ひ
せ
す
と

よ

し
の
か
は

た
き
つ
か
ふ
ち
に

た
か
と
の
を

た
か
し
り
ま
し
て

の
ほ

り
た
ち

く
に
み
を
す
れ
は

た
ゝ
な
は
る

あ
を
か
き
や
ま
の

や
ま
つ
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み
の

ま
つ
る
み
つ
き
と

は
る
へ
は

は
な
か
さ
し
も
ち

あ
き
た
て
は

は
か
ざ
し
イ

も
み
ち
か
さ
せ
り

ゆ
ふ
か
は
の

か
み
も
お
ほ
み
け
に

つ
か
へ
ま
つ
る

と

か
み
つ
せ
に

う
か
は
を
た
て

し
も
つ
せ
に

さ
て
さ
し
わ
た
し

や
ま
か
は
も

よ
り
て
つ
か
ふ
る

か
み
の
み
よ
か
も

反
哥

７

や
ま
か
は
も
よ
り
て
つ
か
ふ
る
か
ん
な
か
ら

た
き
つ
か
ふ
ち
に
ふ
な
て

せ
す
か
も幸

于
伊
勢
國
時
留
京
作
歌

８

あ
こ
の
う
ら
に
ふ
な
の
り
す
ら
ん
を
と
め
ら
か

た
ま
も
の
す
そ
に
し
ほ

み
つ
ら
ん
か

９

く
し
ろ
つ
く
た
ふ
し
の
さ
き
に
い
ま
も
か
も

お
ほ
み
や
ひ
と
の
た
ま
も

か
る
ら
ん

１０

し
ほ
さ
ひ
に
い
ら
こ
の
は
ま
へ
こ
く
ふ
ね
に

い
も
の
る
ら
む
か
あ
ら
き

し
ま
わ
を軽

皇
子
宿
于
安
騎
野
時
作
哥

１１

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み

た
か
ひ
か
る

ひ
の
み
こ

か
ん
な
か

ら

か
ん
さ
ひ
せ
す
と

ふ
と
し
か
す

み
や
こ
を
お
き
て

こ
も
り
く
の

は
つ
せ
の
や
ま
は

ま
き
た
つ

あ
ら
や
ま
み
ち
を

い
は
か
ね
の

し
も

と
お
し
な
へ

さ
か
と
り
の

あ
さ
こ
え
ま
し
て

か
き
ろ
ひ
の

ゆ
ふ
さ

り
く
れ
は

み
ゆ
き
ふ
る

あ
き
の
お
ほ
ぬ
に

は
た
す
ゝ
き

し
の
を
お

し
な
へ

く
さ
ま
く
ら

た
ひ
や
と
り
せ
す

い
に
し
へ
お
も
ひ
て

短
歌

１２

あ
き
の
ぬ
に
や
と
る
た
ひ
ゝ
と
う
ち
な
ひ
き

い
も
ぬ
ら
め
や
も
い
に
し

へ
お
も
ふ
に

１３

ま
く
さ
か
る
あ
ら
ぬ
に
は
あ
れ
と
も
み
ち
は
の

す
き
に
し
き
み
か
ゝ
た

み
と
そ
こ
し

１４

ひ
む
か
し
の
ぬ
に
か
き
ろ
ひ
の
た
つ
み
え
て

か
へ
り
み
す
れ
は
つ
き
か

た
ふ
き
ぬ

１５

ひ
な
め
し
の
み
こ
の
み
こ
と
の
う
ま
な
め
て

み
か
り
た
ゝ
し
ゝ
と
き
は

き
む
か
ふ従

石
見
國
別
妻
上
來
時
哥
二
首
并
反
哥

巻
二

１６

い
は
み
の
み

つ
ぬ
の
う
ら
ま
を

う
ら
な
し
と

ひ
と
こ
そ
み
ら
め

い
そ
イ

か
た
な
し
と

ひ
と
こ
そ
み
ら
め

よ
し
ゑ
や
し

う
ら
は
な
け
と
も

よ

い
そ
イ

し
ゑ
や
し

か
た
は
な
け
と
も

い
さ
な
と
り

う
な
ひ
を
さ
し
て

に
き

た
つ
の

あ
り
そ
の
う
へ
に

か
あ
を
な
る

た
ま
も
お
き
つ
も

あ
さ
は

ふ
る

か
せ
こ
そ
よ
せ
め

ゆ
ふ
は
ふ
る

な
み
こ
そ
き
よ
れ

な
み
の
む

は

し

き

よ

し

い
も
に
た
も
と
を
イ

た

か
よ
り
か
く
よ
り

た
ま
も
な
す

よ
り
ね
し
い
も
を

つ
ゆ
し
も
の

お
き
て
し
く
れ
は

こ
の
み
ち
の

や
そ
く
ま
こ
と
に

よ
ろ
つ
た
ひ

か

へ
り
み
す
れ
は

い
や
と
ほ
に

さ
と
は
さ
か
り
ぬ

ま
し
た
か
に

や
ま

も
こ
え
き
ぬ

な
つ
く
さ
の

お
も
ひ
し
な
え
て

し
ぬ
ふ
ら
む

い
も

か
ゝ
と
み
ん

な
ひ
け
こ
の
や
ま

反
歌

１７

い
は
み
の
や
た
か
つ
の
や
ま
の
こ
の
ま
よ
り

わ
か
ふ
る
そ
て
を
い
も
み

つ
ら
ん
か

１８

さ
ゝ
の
ほ
は
み
や
ま
も
さ
や
に
さ
は
け
と
も

わ
れ
は
い
へ
お
も
ふ
わ
か

れ
き
ぬ
れ
は

― ―１１



１９

つ
ぬ
さ
は
ふ

い
は
み
の
う
み
の

こ
と
さ
へ
く

か
ら
の
さ
き
な
る

い
へ
り
に
そ

ふ
か
み
る
お
ふ
る

あ
り
そ
に
そ

た
ま
も
は
お
ふ
る

た

ま
も
な
す

な
ひ
き
ね
し
こ
を

ふ
か
み
る
の

ふ
か
め
て
も
へ
と

さ
ぬ

る
よ
は

い
く
ら
も
あ
ら
す

は
ふ
つ
た
の

わ
か
れ
し
く
れ
は

き
も
む

か
ふ

こ
ゝ
ろ
を
い
た
み

お
も
ひ
つ
ゝ

か
へ
り
み
す
れ
と

お
ほ
ふ
ね

の

わ
た
り
の
や
ま
の

も
み
ち
は
の

ち
り
の
ま
か
ひ
に

い
も
か
そ
て

さ
や
に
も
み
え
す

つ
ま
こ
も
る

や
か
み
の
や
ま
の

く
も
ま
よ
り

わ

た
ら
ふ
つ
き
の

を
し
け
と
も

か
く
ろ
ひ
く
れ
は

あ
ま
つ
た
ふ

い
り

ひ
さ
し
ぬ
れ

ま
す
ら
を
と

お
も
へ
る
わ
れ
も

し
き
た
へ
の

こ
ろ
も

の
そ
て
は

と
ほ
り
て
ぬ
れ
ぬ

反
歌
二
首

は

２０

あ
を
こ
ま
の
あ
か
き
を
は
や
み
く
も
ゐ
に
そ

い
も
か
あ
た
り
を

か

く

り

き

に

け

る

イ

す
き
て
き
に
け
る

ち

り

な

み

た

れ

そ

イ

２１

あ
き
や
ま
に
お
つ
る
も
み
ち
は
し
ま
ら
く
は

な
ち
り
み
た
れ
そ
い
も
か

あ
た
り
み
ん

日
並
皇
子
尊
殯
宮
之
時
作
歌
一
首
并
反
哥

２２

あ
め
つ
ち
の

は
し
め
の
と
き
し

ひ
さ
か
た
の

あ
ま
の
か
は
ら
に

や
ほ
よ
ろ
つ

ち
よ
ろ
つ
か
み
の

か
ん
つ
と
ひ

つ
と
ひ
い
ま
し
て

か

ん
は
か
り

は
か
り
し
と
き
に

あ
ま
て
ら
す

ひ
る
め
の
み
こ
と

あ
め

を
は

し
ろ
し
め
す
と

あ
し
は
ら
の

み
つ
ほ
の
く
に
を

あ
め
つ
ち
の

よ
り
あ
ひ
の
き
は
み

し
ろ
し
め
す

か
み
の
み
こ
と
ゝ

あ
ま
く
も
の

や
へ
か
き
わ
き
て

か
ん
く
た
り

い
ま
せ
ま
つ
り
し

た
か
ひ
か
る

ひ

の
み
こ
は

あ
す
か
の

き
よ
み
の
み
や
に

か
ん
な
か
ら

ふ
と
し
き
ま

し
て

す
め
ろ
き
の

し
き
ま
す
く
に
と

あ
ま
の
は
ら

い
は
と
を
ひ
ら

き

か
ん
あ
か
り

あ
か
り
い
ま
し
ぬ

わ
か
お
ほ
き
み

み
こ
の
み
こ
と

の

あ
め
の
し
た

し
ろ
し
め
し
せ
は

は
る
は
な
の

た
ふ
と
か
ら
ん
と

も
ち
つ
き
の

た
ゝ
は
し
け
む
と

あ
め
の
し
た

よ
も
の
ひ
と
の

お
ほ

ふ
ね
の

お
も
ひ
た
の
み
て

あ
ま
つ
み
つ

あ
ふ
き
て
ま
つ
に

い
か
さ

ま
に

お
も
ほ
し
め
せ
か

つ
れ
も
な
き

ま
ゆ
み
の
お
か
に

み
や
は
し

ら
ふ
と
し
き
い
ま
し

み
あ
ら
か
を

た
か
し
り
ま
し
て

あ
さ
こ
と
に

み
こ
と
と
は
さ
す

つ
き
ひ
の

ま
ね
く
な
り
ぬ
る

そ
こ
ゆ
ゑ
に

み
こ

の
み
や
ひ
と

ゆ
く
へ
し
ら
す
も

反
哥
二
首

２３

ひ
さ
か
た
の
あ
め
み
る
こ
と
く
あ
ふ
き
み
し

み
こ
の
み
か
と
の
あ
れ
ま

く
を
し
も

２４

あ
か
ね
さ
す
ひ
は
て
ら
せ
れ
と
ぬ
は
た
ま
の

よ
わ
た
る
つ
き
の
か
く
ら

く
を
し
も献

泊
瀬
部
皇
子
忍
坂
部
皇
子
歌
一
首
并
反
哥

２５

と
ふ
と
り
の

あ
す
か
の
か
は
の

か
み
つ
せ
に

お
ふ
る
た
ま
も
は

し
も
つ
せ
に

な
か
れ
ふ
ら
は
へ

た
ま
も
な
す

か
よ
り
か
く
よ
り

な

ひ
か
ひ
し

つ
ま
の
み
こ
と
の

た
ゝ
な
つ
く

や
は
ゝ
た
す
ら
を

つ
る

き
た
ち

み
に
そ
へ
ね
ゝ
は

ぬ
は
た
ま
の

よ
と
こ
も
あ
る
ら
む

そ
こ

ゆ
ゑ
に

な
く
さ
め
て
け
る

し
き
も
あ
ふ

や
と
ゝ
お
も
ひ
て

た
ま
た

れ
の

を
ち
の
お
ほ
ぬ
の

あ
さ
つ
ゆ
に

た
ま
も
は
ひ
つ
ち

ゆ
ふ
き
り

に

こ
ろ
も
は
ぬ
れ
て

く
さ
ま
く
ら

た
ひ
ね
か
も
す
る

あ
は
ぬ
き
み

ゆ
ゑ

― ―１２



反
哥

２６

し
き
た
へ
の
そ
て
か
へ
し
き
み
た
ま
た
れ
の

を
ち
の
に
す
き
ぬ
ま
た
も

あ
は
め
や
も

キ

ノ
ヘ

明
日
香
皇
女
木

殯
宮
之
時
作
歌
一
首
并
短
哥

２７

と
ふ
と
り
の

あ
す
か
の
か
は
の

か
み
つ
せ
に

い
は
ゝ
し
わ
た
し

し
も
つ
せ
に

う
ち
は
し
わ
た
し

い
は
ゝ
し
に

お
ひ
な
ひ
け
る

た
ま

も
ゝ
そ

た
ゆ
れ
は
お
ふ
る

う
ち
は
し
に

お
ひ
を
ゝ
れ
る

か
は
も
ゝ

そ

か
る
れ
は
は
ゆ
る

な
に
し
か
も

わ
か
お
ほ
き
み
の

た
ゝ
せ
は

た
ま
も
の
こ
と
く

こ
ろ
ふ
せ
は

か
は
も
の
こ
と
く

な
ひ
か
ひ
し

よ

ろ
し
き
ゝ
み
か

あ
さ
み
や
を

わ
す
れ
た
ま
ふ
や

ゆ
ふ
み
や
を

そ
む

き
た
ま
ふ
や

う
つ
そ
み
と

お
も
ひ
し
と
き
に

は
る
へ
は

は
な
を
り

か
さ
し

あ
き
た
て
は

も
み
ち
は
か
さ
し

し
き
た
へ
の

そ
て
た
つ
さ

は
り

か
ゝ
み
な
す

み
れ
と
も
あ
か
す

も
ち
つ
き
の

い
や
め
つ
ら
し

み

お
も
ほ
し
ゝ

き
み
と
を
り
�
�

い
て
ま
し
て

あ
そ
ひ
た
ま
ひ
し

み
け
む
か
ふ

き
の
へ
の
み
や
を

と
こ
み
や
と

さ
た
め
た
ま
ひ
て

あ

ち
さ
は
ふ

め
こ
と
も
た
え
ぬ

し
か
れ
と
も

あ
や
に
か
な
し
み

ぬ
え

と
り
の

か
た
こ
ひ
つ
ま

あ
さ
と
り
の

か
よ
は
す
き
み
か

な
つ
く
さ

の

お
も
ひ
し
な
へ
て

ゆ
ふ
つ
ゝ
の

か
ゆ
き
か
く
ゆ
き

お
ほ
ふ
ね
の

た
ゆ
と
ふ
み
れ
は

な
く
さ
も
る

こ
ゝ
ろ
も
あ
ら
す

そ
こ
ゆ
ゑ
に

す

へ
し
ら
ま
し
や

お
と
の
み
も

な
の
み
も
た
え
す

あ
め
つ
ち
の

い
や

と
ほ
な
か
く

し
ぬ
ひ
ゆ
か
ん

み
な
に
か
ゝ
せ
る

あ
す
か
ゝ
は

よ
ろ

つ
よ
ま
て
に

は
し
き
や
し

わ
か
お
ほ
き
み
の

か
た
み
か
こ
ゝ
を

短
歌
二
首

２８

あ
す
か
ゝ
は
し
か
ら
み
わ
た
し
せ
か
ま
せ
は

な
か
る
ゝ
み
つ
も
の
と
に

か
あ
ら
ま
し

２９

あ
す
か
ゝ
は
あ
す
た
に
み
ん
と
お
も
へ
や
も

わ
か
お
ほ
き
み
の
み
な
わ

す
れ
せ
ぬ高

市
皇
子
尊
城
上
殯
宮
之
時
作
哥
一
首
并
反
歌

３０

か
け
ま
く
も

ゆ
ゝ
し
き
か
も

い
は
ま
く
も

あ
や
に
か
し
こ
き

あ

す
か
の

ま
か
み
の
は
ら
に

ひ
さ
か
た
の

あ
ま
つ
み
か
と
を

か
し
こ

く
も

さ
た
め
た
ま
ひ
て

か
む
さ
ふ
と

い
は
か
く
れ
ま
す

や
す
み

し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の

き
こ
し
め
す

そ
と
も
の
く
に
の

ま
き
た
つ

ふ
は
や
ま
こ
え
て

こ
ま
つ
る
き

わ
さ
み
か
は
ら
の

か
り
み
や
に

あ

も
り
い
ま
し
て

あ
め
し
た

を
さ
め
た
ま
ひ

を
す
く
に
を

さ
た
め
た

ま
ふ
と

と
り
か
な
く

あ
つ
ま
の
く
に
の

み
い
く
さ
を

め
し
た
ま
ひ

て

ち
は
や
ふ
る

ひ
と
を
や
は
せ
と

ま
つ
ろ
は
ぬ

く
に
を
を
さ
め
と

み
こ
な
か
ら

ま
け
た
ま
へ
は

お
ほ
み
ゝ
に

た
ち
と
り
お
は
し

お
ほ

み
て
に

ゆ
み
と
り
わ
た
し

み
い
く
さ
を

あ
と
も
ひ
た
ま
ひ

と
ゝ
の

ふ
る

つ
ゝ
み
の
お
と
は

い
か
つ
ち
の

こ
ゑ
と
き
く
ま
て

ふ
き
な
せ

る

く
た
の
お
と
も

あ
た
み
た
る

と
ら
か
ほ
ゆ
る
と

も
ろ
ひ
と
の

お
ひ
ゆ
る
ま
て
に

さ
ゝ
け
た
る

は
た
の
な
ひ
き
は

ふ
ゆ
こ
も
り

は

る
さ
り
く
れ
は

ぬ
こ
と
に

つ
き
て
あ
る
ひ
の

か
せ
の
む
た

な
ひ
け

る
こ
と
く

と
り
も
て
る

ゆ
は
す
の
さ
わ
き

み
ゆ
き
ふ
る

ふ
ゆ
の
は

や
し
に

つ
む
し
か
も

い
ま
き
わ
た
る
と

お
も
ふ
ま
て

き
ゝ
の
か
し

こ
く

ひ
き
は
な
つ

や
の
し
け
け
く

お
ほ
ゆ
き
の

み
た
れ
て
き
た
れ

ま
つ
ろ
は
す

た
ち
む
か
ひ
し
も

つ
ゆ
し
も
の

け
な
は
け
ぬ
へ
く

ゆ

― ―１３



く
と
り
の

あ
ら
そ
ふ
は
し
に

わ
た
ら
ひ
の

い
つ
き
の
み
や
ゆ

か
ん

か
せ
に

い
ふ
き
ま
と
は
し

あ
ま
く
も
を

ひ
の
め
も
み
せ
す

と
こ
や

み
に

お
ほ
ひ
た
ま
ひ
て

さ
た
め
て
し

み
つ
ほ
の
く
に
を

か
ん
な
か

ら

ふ
と
し
き
ま
し
て

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の

あ
め
の
し
た

ま
を
し
た
ま
へ
は

よ
ろ
つ
よ
に

し
か
し
も
あ
ら
む
と

ゆ
ふ
は
な
の

さ
か
ゆ
る
と
き
に

わ
か
お
ほ
き
み

み
こ
の
み
か
と
を

か
ん
み
や
に

よ
そ
ひ
ま
つ
り
て

つ
か
は
し
ゝ

み
か
と
の
ひ
と
も

し
ろ
た
へ
の

あ

さ
こ
ろ
も
き
て

は
に
や
す
の

み
か
と
の
は
ら
に

あ
か
ね
さ
す

ひ
の

こ

と

�
�

く
る
ゝ
ま
て

し
ゝ
し
も
の

い
は
ひ
ふ
し
つ
ゝ

ぬ
は
た
ま
の

ゆ
ふ
へ

に
な
れ
は

お
ほ
と
の
を

ふ
り
さ
け
み
つ
ゝ

う
つ
ら
な
す

い
は
ひ
も

と
ほ
り

さ
も
ら
へ
と

さ
も
ら
へ
か
ね
て

は
る
と
り
の

さ
ま
よ
ひ
ぬ

れ
は

な
け
き
も

い
ま
た
す
き
ぬ
に

お
も
ひ
も

い
ま
た
つ
き
ね
は

こ
と
さ
へ
く

く
た
ら
の
は
ら
ゆ

か
ん
は
ふ
り

は
ふ
り
い
ま
し
て

あ

さ
も
よ
し

き
の
へ
の
み
や
を

と
こ
み
や
と

さ
た
め
ま
つ
り
て

か
ん

な
か
ら

し
つ
ま
り
ま
し
ぬ

し
か
れ
と
も

わ
か
お
ほ
き
み
の

よ
ろ
つ

よ
と

お
も
ほ
し
め
し
て

つ
く
ら
し
ゝ

か
く
や
ま
の
み
や

よ
ろ
つ
よ

に

す
き
ん
と
も
へ
や

あ
め
の
こ
と

ふ
り
さ
け
み
つ
ゝ

た
ま
た
す
き

か
け
て
し
ぬ
は
ん

か
し
こ
か
れ
と
も

反
歌
二
首

３１

ひ
さ
か
た
の
あ
め
し
ら
し
ぬ
る
き
み
ゆ
ゑ
に

つ
き
ひ
も
し
ら
に
こ
ひ
わ

た
る
か
も

３２

は
に
や
す
の
い
け
の
つ
ゝ
み
の
こ
も
り
ぬ
の

ゆ
く
へ
を
し
ら
に
と
ね
り

は
ま
と
ふ

妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
并
反
哥

３３

あ
ま
と
ふ
や

か
る
の
み
ち
は

わ
き
も
こ
か

さ
と
に
し
あ
れ
は

ね

も
こ
ろ
に

み
ま
く
ほ
し
け
と

や
ま
す
ゆ
か
は

ひ
と
め
を
お
ほ
み

ま

ね
く
ゆ
か
は

ひ
と
し
り
ぬ
□
み

さ
ね
か
つ
ら

の
ち
も
あ
は
む
と

お

ほ
ふ
ね
の

お
も
ひ
た
の
み
て

か
き
ろ
ひ
の

い
は
か
き
ふ
ち
の

こ
も

り
の
み

こ
ひ
つ
ゝ
あ
る
に

わ
た
る
ひ
の

く
れ
ぬ
る
か
こ
と

て
る
つ

き
の

く
も
か
く
る
こ
と

お
き
つ
も
の

な
ひ
き
し
い
も
は

も
み
ち
は

の

す
き
て
い
に
き
と

た
ま
つ
さ
の

つ
か
ひ
の
い
へ
は

あ
つ
さ
ゆ
み

お
と
に
き
ゝ
て

い
は
ん
す
へ

せ
ん
す
へ
し
ら
に

お
と
の
み
を

き
ゝ

て
あ
り
え
ね
は

わ
か
こ
ふ
る

ち
へ
の
ひ
と
へ
も

な
く
さ
も
る

こ
ゝ

ろ
も
あ
れ
や
と

わ
き
も
こ
か

や
ま
す
い
て
み
し

か
る
の
い
ち
に

わ

か
た
ち
き
け
は

た
ま
ほ
こ
の

み
ち
ゆ
く
ひ
と
も

ひ
と
り
た
に

に
て

し
ゆ
か
ね
は

す
へ
を
な
み

い
も
か
な
よ
ひ
て

そ
て
そ
ふ
り
つ
る

短
哥
二
首

３４

あ
き
や
ま
の
も
み
ち
を
し
け
み
ま
と
は
せ
る

い
も
を
も
と
め
ん
や
ま
ち

し
ら
す
も

３５

も
み
ち
は
の
ち
り
ぬ
る
な
へ
に
た
ま
つ
さ
の

つ
か
ひ
を
み
れ
は
あ
へ
る

ひ
お
も
ほ
ゆ

３６

う
つ
せ
み
と

お
も
ひ
し
と
き
に

た
つ
さ
へ
て

わ
か
ふ
た
り
み
し

は
し
り
て
の

つ
ゝ
み
に
た
て
る

つ
き
の
き
の

こ
ち
�
�
の
え
の

は

る
の
は
の

し
け
き
か
こ
と
く

お
も
へ
り
し

い
も
に
は
あ
れ
と

た
の

め
り
し

こ
ら
に
は
あ
れ
と

よ
の
な
か
を

そ
む
き
し
え
ね
は

か
き
ろ

― ―１４



ひ
の

も
ゆ
る
あ
ら
ぬ
に

し
ろ
た
へ
の

あ
ま
ひ
れ
か
く
り

と
り
し
も

の
あ
さ
た
ち
い
ま
し
て

い
り
ひ
な
す

か
く
れ
に
し
か
は

わ
き
も
こ
か

か
た
み
に
お
け
る

み
と
り
こ
の

こ
ひ
な
く
こ
と
に

と
り
あ
た
ふ

も

の
し
な
け
れ
は

を
と
こ
し
も
の

わ
き
は
さ
み
も
ち

わ
き
も
こ
と

ふ

た
り
わ
か
ね
し

ま
く
ら
つ
く

つ
ま
や
の
う
ち
に

ひ
る
は
も

う
ら
さ

ひ
く
ら
し

よ
る
は
も

い
き
つ
き
あ
か
し

な
け
ゝ
と
も

せ
む
す
へ
し

ら
に

こ
ふ
れ
と
も

あ
ふ
よ
し
を
な
み

お
ほ
と
り
の

は
か
ひ
の
や
ま

に

わ
か
こ
ふ
る

い
も
は
い
ま
す
と

ひ
と
の
い
へ
は

い
は
ね
さ
く
み

て

な
つ
み
こ
し

よ
け
く
も
そ
な
き

う
つ
せ
み
と

お
も
ひ
し
い
も
か

か
き
ろ
ひ
の

ほ
の
か
に
た
に
も

み
え
ぬ
お
も
へ
は

反
哥
二
首

３７

こ
そ
み
て
し
あ
き
の
つ
く
よ
は
て
ら
せ
れ
と

あ
ひ
み
し
い
も
は
い
や
と

し
さ
か
る

３８

ふ
す
ま
ち
を
ひ
き
て
の
や
ま
に
い
も
を
お
き
て

や
ま
ち
を
ゆ
け
は
い
け

り
と
も
な
し

或
本
反
歌

３９

い
へ
に
き
て
わ
か
や
を
み
れ
は
た
ま
と
こ
の

ほ
か
に
む
き
け
り
い
も
か

こ
ま
く
ら吉

備
津
釆
女
死
時
作
歌
一
首
并
反
哥

４０

あ
き
や
ま
の

し
た
ふ
る
い
も

な
よ
た
け
の

と
を
よ
る
こ
ら
は

い

か
さ
ま
に

お
も
ひ
を
れ
か

た
く
つ
ぬ
の

な
か
き
い
の
ち
を

つ
ゆ
こ

そ
は

あ
し
た
に
お
き
て

ゆ
ふ
へ
に
は

き
ゆ
と
い
へ

き
り
こ
そ
は

ゆ
ふ
へ
に
た
ち
て

あ
し
た
に
は

う
す
と
い
へ

あ
つ
さ
ゆ
み

お
と
き

く
わ
れ
も

ほ
の
み
し

こ
と
く
や
し
き
を

し
き
た
へ
の

た
ま
く
ら
ま

き
て

つ
る
き
た
ち

み
に
そ
へ
ね
け
ん

わ
か
く
さ
の

そ
の
つ
ま
の
こ

は

さ
ふ
し
み
か

お
も
ひ
て
ぬ
ら
ん

く
や
し
み
か

お
も
ひ
こ
ふ
ら
ん

と
き
な
ら
す

す
き
に
し
こ
ら
か

あ
さ
つ
ゆ
の
こ
と

ゆ
ふ
つ
ゆ
の
こ
と

短
歌
二
首

４１

さ
ゝ
な
み
の
し
か
つ
の
こ
ら
か
ま
か
り
ち
の

か
は
せ
の
み
ち
を
み
れ
は

さ
ふ
し
も

４２

そ
ら
か
そ
ふ
お
ほ
つ
の
こ
か
あ
ひ
し
ひ
に

お
ほ
に
み
し
か
は
い
ま
そ
く

や
し
き

サ

ミ

ノ

讃
岐
狭
岑
嶋
視
石
中
死
人
作
歌
一
首
并
反
哥

４３

た
ま
も
よ
し

さ
ぬ
き
の
く
に
は

く
に
か
ら
か

み
れ
と
も
あ
か
ぬ

か
ん
か
ら
か

こ
ゝ
た
た
ふ
と
き

あ
め
つ
ち

ひ
つ
き
と
と
も
に

た
り

ゆ
か
ん

か
み
の
み
お
も
と

つ
き
て
く
る

な
か
の
み
な
と
ゆ

ふ
ね
か

け
て

わ
か
こ
き
く
れ
は

と
き
つ
か
せ

く
も
ゐ
に
ふ
く
に

お
き
み
れ

は

し
き
な
み
た
ち

へ
た
み
れ
は

し
ら
な
み
さ
は
く

い
さ
な
と
り

う
み
を
か
し
こ
み

ゆ
く
ふ
ね
の

か
ち
ひ
き
を
り
て

を
ち
こ
ち
の

し

ま
は
お
ほ
け
と

な
く
は
し

さ
み
の
し
ま
の

あ
り
そ
わ
に

い
ほ
り
て

み
れ
は

な
み
の
と
の

し
け
き
は
ま
へ
を

し
き
た
へ
の

ま
く
ら
に
な

し
て

あ
ら
と
こ
に

こ
ろ
ふ
す
き
み
か

い
へ
し
ら
は

ゆ
き
て
も
つ
け

ん

つ
ま
し
ら
は

き
も
と
は
ま
し
を

た
ま
ほ
こ
の

み
ち
た
に
し
ら
す

お
ほ
ゝ
し
く

ま
ち
か
こ
ふ
ら
ん

は
し
き
つ
ま
ら
は

反
哥

４４

つ
ま
も
あ
ら
は
と
り
て
た
け
ま
し
さ
み
の
や
ま

ぬ
の
へ
の
う
は
き
す
き

― ―１５



に
け
ら
す
や

４５

お
き
つ
な
み
き
よ
る
あ
り
そ
を
し
き
た
へ
の

ま
く
ら
と
ま
き
て
な
せ
る

き
み
か
も在

石
見
國
臨
死
時
自
傷
作
歌
一
首

に

４６

か
も
や
ま
の
い
は
ね
し
ま
け
る
わ
れ
を
か
も

し
ら
す
と
い
も
か
ま
ち

つ
ゝ
あ
ら
む

天
皇
御
遊
雷
岳
之
時
作
歌
一
首

巻
三

く

も

か

く

る

イ

４７

お
ほ
き
み
は
か
み
に
し
ま
せ
は
あ
ま
く
も
の

い
か
つ
ち
の
う
へ
に

み

や

し

き

い

ま

す

イ

い
ほ
り
せ
る
か
も

長
皇
子
遊
猟
之
路
池
之
時
作
歌
一
首
并
反
哥

４８

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み

た
か
ひ
か
る

わ
か
ひ
の
み
こ
の

う

ま
な
め
て

み
か
り
た
ゝ
せ
る

わ
か
こ
も
を

か
り
ち
の
を
ぬ
に

し
ゝ

こ
そ
は

い
は
ひ
を
ろ
か
め

う
つ
ら
こ
そ

い
は
ひ
も
と
ほ
れ

し
ゝ
し

も
の

い
は
ひ
を
ろ
か
み

う
つ
ら
な
す

い
は
ひ
も
と
ほ
り

か
し
こ
み

と

つ
か
へ
ま
つ
り
て

ひ
さ
か
た
の

あ
め
み
る
こ
と
く

ま
そ
か
ゝ
み

あ
ふ
き
て
み
れ
と

は
る
く
さ
の

い
や
め
つ
ら
し
き

わ
か
お
ほ
き
み
か

も

反
哥

４９

ひ
さ
か
た
の
あ
め
ゆ
く
つ
き
を
つ
な
に
さ
し

わ
か
お
ほ
き
み
は
き
ぬ
か

さ
に
せ
り或

本
反
歌
一
首

５０

お
ほ
き
み
は
か
み
に
し
ま
せ
は
ま
き
の
た
つ

あ
ら
や
ま
な
か
に
う
み
を

な
す
か
も

覊
旅
歌
八
首

５１

み
つ
の
さ
き
な
み
を
か
し
こ
み
こ
も
り
え
の

ふ
ね
こ
く
き
み
か
ゆ
く
か

ぬ
し
ま
に

を

と

め

イ

５２

た
ま
も
か
る
み
ぬ
め
を
す
き
て
な
つ
く
さ
の

ぬ
し
ま
か
さ
き
に

い

ほ

り

す

わ

れ

は

イ

ふ
ね
ち
か
つ
き
ぬ

５３

あ
は
ち
の
ぬ
し
ま
の
さ
き
の
は
ま
か
せ
に

い
も
か
む
す
ひ
し
ひ
も
ふ
き

か
へ
す

し

ろ

た

へ

の

イ

い

さ

り

す

る

イ

５４

あ
ら
た
へ
の
ふ
ち
え
の
う
ら
に
す
ゝ
き
つ
る

あ
ま
と
か
み
ら
ん
た
ひ
ゆ

く
わ
れ
を

５５

い
な
ひ
ぬ
も
ゆ
き
す
き
か
て
に
お
も
へ
れ
は

こ
ゝ
ろ
こ
ひ
し
き
か
こ
の

み
な
と
み
ゆ
イ

し
ま
み
ゆ

５６

と
も
し
ひ
の
あ
か
し
の
お
と
に
い
ら
ん
ひ
や

こ
き
わ
か
れ
な
ん
い
へ
の

あ
た
り
み
す

５７

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
ち
ゆ
こ
ひ
く
れ
は

あ
か
し
の
と
よ
り

い

へ

の

あ

た

り

み

ゆ

イ

や
ま
と
し
ま
み
ゆ

５８

け
ひ
の
う
み
の
に
は
よ
く
あ
ら
し
か
り
こ
も
の

み
た
れ
い
つ
る
み
ゆ
あ

ま
の
つ
り
ふ
ね

イ
本

５９

む
こ
の
う
み
ふ
な
に
は
な
ら
し
い
さ
り
す
る

あ
ま
の
つ
り
ふ
ね
な
み
の

う
へ
み
ゆ獻

新
田
部
皇
子
歌
一
首
并
反
哥

６０

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み

た
か
ひ
か
る

ひ
の
み
こ

し
き
ま

す
ゝ

お
ほ
と
の
ゝ
へ
に

ひ
さ
か
た
の

あ
ま
つ
た
ひ
く
る

ゆ
き
し
も

の

ゆ
き
つ
ゝ
ま
せ

よ
ろ
つ
よ
ま
て
に

― ―１６



反
哥

６１

や
つ
り
や
ま
こ
た
ち
も
み
え
す
ふ
り
み
た
る

ゆ
き
は
た
ら
な
る
あ
し
た

た
ぬ
し
も従

近
江
國
上
來
時
至
宇
治
河
邊
作
歌
一
首

６２

も
の
ゝ
ふ
の
や
そ
う
ち
か
は
の
あ
し
ろ
き
に

い
さ
よ
ふ
な
み
の
ゆ
く
へ

し
ら
す
も題

し
ら
す

６３

あ
ふ
み
の
み
ゆ
ふ
な
み
ち
と
り
な
か
な
け
は

こ
ゝ
ろ
も
し
ぬ
に
い
に
し

へ
お
も
ほ
ゆ

下
筑
紫
國
時
海
路
作
歌
二
首

６４

な
く
は
し
き
い
な
み
の
う
み
の
お
き
つ
な
み

ち
へ
に
か
く
り
ぬ
や
ま
と

し
ま
ね
は

６５

お
ほ
き
み
の
と
ほ
の
み
か
と
ゝ
あ
り
か
よ
ふ

し
ま
と
を
み
れ
は
か
み

よ
し
お
も
ほ
ゆ

見
香
具
山
屍
悲
慟
作
歌
一
首

６６

く
さ
ま
く
ら
た
ひ
の
や
と
り
に
た
か
つ
ま
か

く
に
わ
す
れ
た
る
い
へ
ま

た
な
く
に土

形
娘
子
火
葬
泊
瀬
山
時
作
歌
一
首

６７

こ
も
り
く
の
は
つ
せ
の
や
ま
の
や
ま
の
ま
に

い
さ
よ
ふ
く
も
は
い
も
に

か
も
あ
ら
ん

溺
死
出
雲
娘
子
火
葬
吉
野
時
作
哥
二
首

６８

や
ま
の
ま
ゆ
い
つ
も
の
こ
ら
は
き
り
な
れ
や

よ
し
ぬ
の
や
ま
の
み
ね
に

た
な
ひ
く

６９

や
く
も
さ
す
い
つ
も
の
こ
ら
か
く
ろ
か
み
は

よ
し
ぬ
の
か
は
の
お
き
に

な
つ
さ
ふ題

し
ら
す

巻
九

７０

わ
き
も
こ
か
あ
か
も
ひ
つ
ち
て
う
ゑ
し
た
を

よ
り
て
を
さ
め
ん
く
ら
な

し
の
は
ま

７１

も
ゝ
つ
た
ふ
や
そ
の
し
ま
し
を
こ
き
く
れ
と

あ
は
の
を
し
ま
は
み
れ
と

あ
か
ぬ
か
も右

二
首
或
云
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作

七
夕
歌

巻
十
五

７２

お
ほ
ふ
ね
に
ま
か
ち
し
ゝ
ぬ
き
う
な
は
ら
を

こ
き
て
ゝ
わ
た
る
つ
き
ひ

と
を
と
こ題

し
ら
す

巻
四

７３

み
く
ま
の
ゝ
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
も
ゝ
へ
な
す

こ
ゝ
ろ
は
も
へ
と
た
ゝ
に

あ
は
ぬ
か
も

７４

い
に
し
へ
に
あ
り
け
ん
ひ
と
も
わ
か
こ
と
か

い
も
に
こ
ひ
つ
ゝ
い
ね
か

て
に
け
む

７５

い
ま
の
み
の
わ
さ
に
は
あ
ら
し
い
に
し
へ
の

ひ
と
そ
ま
さ
り
て
な
き
さ

へ
な
き
し

７６

も
ゝ
へ
に
も
き
お
よ
へ
か
も
と
お
も
へ
か
も

き
み
か
つ
か
ひ
の
み
れ
と

あ
か
さ
ら
ん

７７

を
と
め
ら
か
そ
て
ふ
る
や
ま
の
み
つ
か
き
の

ひ
さ
し
き
と
き
ゆ
お
も
ひ

き
わ
れ
は

７８

な
つ
ぬ
ゆ
く
を
し
か
の
つ
ぬ
の
つ
か
の
ま
も

い
も
か
こ
ゝ
ろ
を
わ
す
れ

― ―１７



て
も
へ
や

７９

た
ま
き
ぬ
の
さ
ゐ
�
�
し
つ
み
い
へ
の
い
も
に

も
の
い
は
す
ま
て
お
も

ひ
か
ね
つ
も

山
部
宿
禰
赤
人

四
十
九
首

望
不
盡
山
哥
一
首
并
反
哥

巻
ノ
三

１

あ
め
つ
ち
の

わ
か
れ
し
と
き
ゆ

か
ん
さ
び
て

た
か
く
と
ふ
と
き

す
る
が
な
る

ふ
じ
の
た
か
ね
を

あ
ま
の
は
ら

ふ
り
さ
け
み
れ
ば

わ

た
ら
ひ
の

か
げ
も
か
く
ろ
ひ

て
る
つ
き
の

ひ
か
り
も
み
え
ず

し
ら

く
も
ゝ

い
ゆ
き
は
ゞ
か
り

と
き
し
く
そ

ゆ
き
は
ふ
り
け
る

か
た
り

つ
ぎ

い
ひ
つ
ぎ
ゆ
か
ん

ふ
じ
の
た
か
ね
は

反
哥

２

た
ご
の
う
ら
ゆ
う
ち
で
ゝ
み
れ
ば
ま
し
ろ
に
ぞ

ふ
じ
の
た
か
ね
に
ゆ
き

は
ふ
り
け
る

至
伊
豫
温
泉
作
哥
一
首
并
反
哥

３

す
め
ろ
ぎ
の

か
み
の
み
こ
と
の

し
き
ま
す

く
に
の
こ
と
�
�

ゆ

は
し
も

さ
は
に
あ
れ
ど
も

し
ま
や
ま
の

よ
ろ
し
き
く
に
と

こ
ゞ
し

か
も

い
よ
の
た
か
ね
の

い
さ
に
は
の

を
か
に
た
ゝ
し
て

う
た
し
ぬ

び

こ
と
し
ぬ
び
せ
し

み
ゆ
の
う
へ
の

こ
む
ら
を
み
れ
は

お
み
の
き

も

お
ひ
つ
ぎ
に
け
り

な
く
と
り
の

こ
ゑ
も
か
は
ら
ず

と
ほ
き
よ
に

か
み
さ
び
ゆ
か
ん

い
で
ま
し
と
こ
ろ

反
哥

４

も
ゝ
し
き
の
お
ほ
み
や
ひ
と
の
に
き
た
つ
に

ふ
な
の
り
し
け
む
と
し
の

し
ら
な
く登

神
岳
山
作
哥
一
首
并
短
哥

５

み
も
ろ
の

か
み
な
ひ
や
ま
に

い
ほ
え
さ
し

し
ゝ
に
お
ひ
た
る

つ

か
の
き
の

い
や
つ
き
�
�
に

た
ま
か
つ
ら

た
ゆ
る
こ
と
な
く

あ
り

つ
ゝ
も

や
ま
す
か
よ
は
ん

あ
す
か
の

ふ
る
き
み
や
こ
は

や
ま
た
か

み

か
は
と
ほ
し
ろ
し

は
る
の
ひ
は

や
ま
し
み
か
ほ
し

あ
き
の
よ
は

か
は
し
さ
や
け
し

あ
さ
く
も
に

た
つ
は
み
た
れ

ゆ
ふ
き
り
に

か
は

つ
は
さ
わ
く

み
る
こ
と

ね
の
み
し
な
か
ゆ

い
に
し
へ
お
も
へ
は

反
哥

６

あ
す
か
ゝ
は
か
は
よ
と
さ
ら
す
た
つ
き
り
の

お
も
ひ
す
く
へ
き
こ
ひ
に

あ
ら
な
く
に

題
し
ら
す

７

な
は
の
う
ら
ゆ
そ
か
ひ
に
み
ゆ
る
お
き
つ
し
ま

こ
き
た
む
ふ
ね
は
つ
り

せ
す
ら
し
も

８

む
こ
の
う
ら
を
こ
き
た
む
を
ふ
ね
あ
は
し
ま
を

そ
か
ひ
に
み
つ
ゝ
と
も

し
き
を
ふ
ね

９

あ
へ
の
し
ま
う
の
す
む
い
そ
に
よ
る
な
み
の

ま
な
く
こ
の
こ
ろ
や
ま
と

し
お
も
ほ
ゆ

１０

し
ほ
ひ
な
は
た
ま
も
か
り
つ
め
い
へ
の
い
も
か

は
ま
つ
と
こ
は
ゝ
な
に

を
し
め
さ
ん

１１

あ
き
か
せ
の
さ
む
き
あ
さ
け
を
さ
ぬ
の
を
か

こ
え
な
ん
き
み
に
き
ぬ
か

さ
ま
し
を

あ

り

そ

イ

よ

し

な

は

の

ら

せ

イ

１２

み
さ
こ
ゐ
る
い
そ
ま
に
お
ふ
る
な
の
り
そ
の

な
は
の
ら
し
て
よ
お
や
は
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し
る
と
も

山
イ

登
春
日
野
作
哥
一
首
并
反
哥

１３

は
る
ひ
を

か
す
か
の
山
の

た
か
く
ら
の

み
か
さ
の
や
ま
に

あ

さ
ゝ
ら
ず

く
も
ゐ
た
な
ひ
き

か
ほ
と
り
の

ま
な
く
し
は
な
く

く
も

ゐ
な
す

こ
ゝ
ろ
い
さ
よ
ひ

そ
の
と
り
の

か
た
こ
ひ
の
み
に

ひ
る
は

よ

の

こ

と

�
�

も
ひ
の
こ
と
�
�

ひ
の
く
る
ゝ
ま
て

よ
る
は
も

よ
の
あ
く
る
き
は
み

た
ち
て
ゐ
て

お
も
ひ
そ
わ
か
す
る

あ
は
ぬ
こ
ゆ
ゑ
に

反
哥

１４

た
か
く
ら
の
み
か
さ
の
や
ま
に
な
く
と
り
の

や
め
は
つ
か
る
ゝ
こ
ひ
も

す
る
か
も詠

故
太
政
大
臣
藤
原
家
之
山
池
哥
一
首

１５

い
に
し
へ
の
ふ
る
き
つ
ゝ
み
は
と
し
ふ
か
み

い
け
の
な
き
さ
に
み
く
さ

お
ひ
に
け
り

題
し
ら
す
一
首

１６

わ
か
や
と
に
か
ら
あ
ゐ
ま
き
お
ほ
し
か
れ
ぬ
れ
と

こ
り
す
て
ま
た
も
ま

か
ん
と
そ
お
も
ふ

過
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
時
作
哥
一
首
并
反
哥

１７

い
に
し
へ
に

あ
り
け
ん
ひ
と
の

し
つ
は
た
の

お
ひ
と
き
か
へ
て

ふ
せ
や
た
て

つ
ま
と
ひ
し
け
ん

か
つ
し
か
の

ま
ゝ
の
て
こ
な
か

お

く
つ
き
を

こ
ゝ
と
は
き
け
と

ま
き
の
は
や

し
け
り
わ
た
る
ら
ん

ま

つ
か
ね
や

と
ほ
く
ひ
さ
し
き

こ
と
の
み
も

な
の
み
も
わ
れ
は

わ
す

ら
え
な
く
に

反
哥

１８

わ
れ
も
み
つ
ひ
と
に
も
つ
け
ん
か
つ
し
か
の

ま
ゝ
の
て
こ
な
か
お
く
つ

き
と
こ
ろ

１９

か
つ
し
か
の
ま
ゝ
の
い
り
え
に
う
ち
な
ひ
く

た
ま
も
か
り
け
ん
て
こ
な

し
お
も
ほ
ゆ

神
龜
元
年
十
月
五
日
幸
于
紀
伊
國
時
作
哥
一
首
并
反
哥

巻
ノ
六

２０

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の

と
つ
み
や
と

つ
か
へ
ま
つ
る

さ

ひ
か
ぬ
ゆ

そ
か
ひ
に
み
ゆ
る

お
き
つ
し
ま

き
よ
き
な
き
さ
に

か
せ

ふ
け
は

し
ら
な
み
さ
は
き

し
ほ
ひ
れ
は

た
ま
も
か
り
つ
ゝ

か
み

よ
ゝ
り

し
か
そ
と
ふ
と
き

た
ま
つ
し
ま
や
ま

反
哥
二
首

２１

お
き
つ
し
ま
あ
り
そ
の
た
ま
も
し
ほ
ひ
み
ち

い
か
く
ろ
ひ
な
は
お
も
ほ

え
ん
か
も

２２

わ
か
の
う
ら
に
し
ほ
み
ち
く
れ
は
か
た
を
な
み

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ

な
き
わ
た
る

同
二
年
五
月
幸
于
芳
野
離
宮
時
作
哥
二
首
并
反
哥

２３

や
す
み
し
ゝ

わ
こ
お
ほ
き
み
の

た
か
し
ら
す

よ
し
ぬ
の
み
や
は

た
ゝ
な
つ
く

あ
を
か
き
こ
も
り

か
は
な
み
の

き
よ
き
か
ふ
ち
そ

は

る
へ
は

は
な
さ
き
を
ゝ
り

あ
き
さ
れ
は

き
り
た
ち
わ
た
り

そ
の
や

ま
の

い
や
ま
す
�
�
に

こ
の
か
は
の

た
ゆ
る
こ
と
な
く

も
ゝ
し
き

の

お
ほ
み
や
ひ
と
は

と
は
に
か
よ
は
ん

反
哥
二
首

２４

み
よ
し
ぬ
の
き
さ
や
ま
の
ま
の
こ
ぬ
れ
に
は

こ
ゝ
た
も
さ
は
く
と
り
の

こ
ゑ
か
も

― ―１９



２５

ぬ
は
た
ま
の
よ
の
深
ゆ
け
は
ひ
さ
き
お
ふ
る

き
よ
き
か
は
ら
に
ち
と
り

し
は
な
く

２６

や
す
み
し
ゝ

わ
こ
お
ほ
き
み
は

み
よ
し
ぬ
の

あ
き
つ
の
を
ぬ
の

ぬ
の
へ
に
は

と
み
す
ゑ
お
き
て

み
や
ま
に
は

い
め
た
て
わ
た
し

あ

さ
か
り
に

し
ゝ
ふ
み
お
こ
し

ゆ
ふ
か
り
に

と
り
ふ
み
た
て
ゝ

う
ま

な
め
て

み
か
り
そ
た
ゝ
す

は
る
の
し
け
ぬ
に

反
哥
一
首

２７

あ
し
ひ
き
の
や
ま
に
も
ぬ
に
も
み
か
り
ひ
と

さ
つ
や
た
は
さ
み
み
た
れ

た
る
見
ゆ十

月
幸
于
難
波
宮
時
作
哥
一
首
并
反
哥

２８

あ
め
つ
ち
の

と
ほ
き
か
こ
と
く

ひ
つ
き
の

な
か
き
か
こ
と
く

お

し
て
る

な
に
は
の
み
や
に

わ
こ
お
ほ
き
み

く
に
し
ら
す
ら
し

み
け

つ
く
に

ひ
の
み
つ
き
と

あ
は
ち
の

ぬ
し
ま
の
あ
ま
の

わ
た
の
そ
こ

お
き
つ
い
く
り
に

あ
は
ひ
た
ま

さ
は
に
か
つ
き
て

ふ
ね
な
め
て

つ

か
へ
ま
つ
る
か

た
ふ
と
き
み
れ
は

反
哥

２９

あ
さ
な
き
に
か
ち
の
と
き
こ
ゆ
み
け
つ
く
に

ぬ
し
ま
の
あ
ま
の
ふ
ね
に

し
あ
る
ら
し

同
三
年
九
月
十
五
日
幸
於
播
磨
國
印
南
野
時
作
哥
一
首
并
反
哥

３０

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の

か
ん
な
か
ら

た
か
し
ら
し
ぬ
る

い
な
み
ぬ
の

お
ほ
う
み
の
は
ら
の

あ
ら
た
へ
の

ふ
ち
ゐ
の
う
ら
に

し
ひ
つ
る
と

あ
ま
ふ
ね
さ
わ
き

し
ほ
や
く
と

ひ
と
そ
さ
は
な
る

う

ら
を
よ
み

う
へ
も
つ
り
は
す

は
ま
を
よ
み

う
へ
も
し
ほ
や
く

あ
り

か
よ
ひ

み
ま
す
も
し
る
し

き
よ
き
し
ら
は
ま

反
哥
三
首

３１

お
き
へ
な
み
へ
な
み
し
つ
け
み
い
さ
り
す
と

ふ
ち
え
の
う
ら
に
ふ
ね
そ

さ
わ
け
る

３２

い
な
み
ぬ
の
あ
さ
ち
お
し
な
へ
さ
ぬ
る
よ
の

け
な
か
く
し
あ
れ
は
い
へ

し
し
ぬ
は
ゆ

３３

ち
か
し
か
た
し
ほ
ひ
の
み
ち
を
あ
す
よ
り
は

し
た
ゑ
ま
し
け
ん
い
へ
ち

か
つ
け
は過

辛
荷
嶋
時
作
哥
一
首
并
反
哥

３４

あ
ち
さ
は
ふ

い
も
か
め
か
れ
て

し
き
た
へ
の

ま
く
ら
も
ま
か
す

か
に
は
ま
き

つ
く
れ
る
ふ
ね
に

ま
か
ち
ぬ
き

わ
か
こ
き
く
れ
は

あ

は
ち
の

ぬ
し
ま
も
す
き

い
な
み
つ
ま

か
ら
に
の
し
ま
の

し
ま
の
ま

ゆ

わ
き
へ
を
見
れ
は

あ
を
や
ま
の

そ
こ
と
も
み
え
す

し
ら
く
も
ゝ

ち
へ
に
な
り
き
ぬ

こ
き
た
む
る

う
ら
の
こ
と
�
�

ゆ
き
か
へ
る

し

ま
の
さ
き
�
�

く
ま
も
お
か
す

お
も
ひ
そ
わ
か
く
る

た
ひ
の
け
な
か

み

反
哥

３５

た
ま
も
か
る
か
ら
に
の
し
ま
に
あ
さ
り
す
る

う
に
し
も
あ
れ
や
い
へ
も

は
さ
ら
ん

３６

し
ま
か
く
り
わ
か
こ
き
く
れ
は
と
も
し
か
も

や
ま
と
へ
の
ほ
る
ま
く
ま

ぬ
の
ふ
ね

３７

か
せ
ふ
け
は
な
み
か
た
ゝ
ん
と
さ
も
ら
ふ
に

つ
た
の
ほ
そ
え
に
う
ち
か

く
れ
を
り

― ―２０



過
敏
馬
浦
時
作
哥
一
首
并
反
哥

３８

み
け
む
か
ふ

あ
は
ち
の
し
ま
に

た
ゝ
む
か
ふ

み
ぬ
め
の
う
ら
の

お
き
へ
に
は

ふ
か
み
る
と
り

う
ら
ま
に
は

な
の
り
そ
か
る

ふ
か
み

る
の

み
ま
く
ほ
し
け
と

な
の
り
そ
の

お
の
か
な
を
し
み

ま
つ
か
ひ

も

や
ら
す
て
わ
れ
は

い
け
り
と
も
な
し

反
哥
一
首

３９

す
ま
の
あ
ま
の
し
ほ
や
き
ゝ
ぬ
の
な
れ
な
は
か

ひ
と
ひ
も
き
み
を
わ
す

れ
て
お
も
は
ん

六
年
春
三
月
幸
于
難
波
宮
之
時
哥
一
首

４０

ま
す
ら
を
は
み
か
り
に
た
ゝ
し
を
と
め
ら
は

あ
か
も
す
そ
ひ
く
き
よ
き

は
ま
ひ
を八

年
夏
六
月
幸
于
芳
野
離
宮
之
時
應
詔
作
哥
一
首
并
反
哥

４１

や
す
み
し
ゝ

わ
か
お
ほ
き
み
の

み
し
た
ま
ふ

よ
し
ぬ
の
み
や
は

や
ま
た
か
み

く
も
そ
た
な
ひ
く

か
は
ゝ
や
み

せ
の
と
そ
き
よ
き

か

ん
さ
ひ
て

み
れ
は
た
ふ
と
く

よ
ろ
し
な
へ

み
れ
は
さ
や
け
し

こ
の

や
ま
の

つ
き
は
の
み
こ
そ

こ
の
か
は
の

た
え
は
の
み
こ
そ

も
ゝ
し

き
の

お
ほ
み
や
と
こ
ろ

や
む
と
き
も
あ
ら
め

反
哥
一
首

４２

か
み
よ
ゝ
り
よ
し
ぬ
の
み
や
に
あ
り
か
よ
ひ

た
か
し
ら
す
る
は
や
ま
か

は
を
よ
み題

し
ら
す
六
首

巻
八

４３

は
る
の
ゝ
に
す
み
れ
つ
み
に
と
こ
し
わ
れ
そ

の
を
な
つ
か
し
み
ひ
と
よ

ね
に
け
る

４４

あ
し
ひ
き
の
や
ま
さ
く
ら
は
な
ひ
な
ら
へ
て

か
く
さ
き
た
ら
は
い
た
も

こ
ひ
め
や
も

４５

わ
か
せ
こ
に
み
せ
ん
と
お
も
ひ
し
う
め
の
は
な

そ
れ
と
も
み
え
す
ゆ
き

の
ふ
れ
ゝ
は

４６

あ
す
よ
り
は
わ
か
な
つ
ま
ん
と
し
め
し
ぬ
に

き
の
ふ
も
け
ふ
も
ゆ
き
は

ふ
り
つ
ゝ

４７

く
た
ら
ぬ
の
は
き
の
ふ
る
え
に
は
る
ま
つ
と

を
り
し
う
く
ひ
す
な
き
に

け
ん
か
も

け
イ

４８

こ
ひ
し
く
は
か
た
み
に
せ
ん
と
わ
か
や
と
に

う
ゑ
し
ふ
ち
な
み
い
ま
さ

か
り
な
り詠

春
鴬
哥
一
首

巻
十
七

４９

あ
し
ひ
き
の
や
ま
た
に
こ
え
て
の
つ
か
さ
に

い
ま
は
な
く
ら
ん
う
く
ひ

す
の
こ
ゑ

飯
田
武
郷

抄
録

岩
本
尚
賢

寫
之

附
記

こ
の
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
平
安
期
に
お

け
る
『
万
葉
集
』
訓
読
本
文
の
研
究
」（
課
題
番
号
２
３
５
２
０
２
５
９

研

究
代
表
者
京
都
光
華
女
子
大
学
人
文
学
部
教
授
朝
比
奈
英
夫
）
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
最
後
に
、
資
料
閲
覧
及
び
翻
刻
掲
載
を
許
可
し
て
頂
い
た
今
治
市
河

野
美
術
館
、
特
に
学
芸
員
の
羽
藤
公
二
氏
に
は
懇
切
に
対
応
し
て
頂
い
た
、
こ

こ
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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